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論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 

    

本研究はショットピーニング処理時に導入される微小き裂の伝ぱ・停留挙動を支配している圧縮

残留応力の弛緩現象に注目し，ショットピーニング材の疲労限現象は圧縮残留応力弛緩値の臨界現

象に対応することを見出すことによって，圧縮残留応力の弛緩値が疲労損傷の評価パラメータにな

ることを明らかにしたものである．機械部品の疲労損傷評価に寄与するものであり，機械工学上価

値ある業績であると認める． 


